
オンオフ電動ボール弁�
5EMシリーズ�

５EMは小形で操作性の優れた電動弁です。小形汎用機器から、

水処理、空調装置の冷温水や蒸気の配管切換等、オンオフ制御

にご使用いただけます。開閉速度が緩やかなので、ウォーター

ハンマーやスチームハンマーが起こりにくくなっております。

ネジ込み接続形とフランジ接続形が用意されています。�

�

５EMは下記の主な特長があります。�

・高出力アクチュエータとしては小形、軽量な電動操作機�

・配管スペースをとらず、配管作業が容易�

・単相交流１００/１１０Vまたは２００/２２０Vで運転可能�

・手動操作が可能�

・モータ焼損防止のため全機種安全保護装置付�

・スペースヒータ付で高温多湿環境でも使用可能�

・誤操作をした場合でも迅速に元の位置に戻すことが可能�

形番一覧�

電源
本体

材質

呼び

圧力
製品形番 １５A

１/２B

２０A

３/４B

２５A

１B

３２A

１１/４B

４０A

１１/２B

５０A

２B

６５A

２１/２B

８０A

３B

１００A

４B

１２５A

５B

１５０A

６B

２００A

８B

弁形式

マレブル®

ステンレス

１０K

１０K

２０K

２０K

ボール弁

接続

ねじ込み

フランジ

フランジ

口径

１段

レデュース

フルボア

交流

（AC）

製作範囲、アクチュエータ機種

・製品略号の□には、電圧コードが入ります。
電圧コードは下記より選択してください。

AC１００/１１０V：１
AC２００/２２０V：２

・※１の最大締切差圧：０.８８MPa
※上記一覧表以外の仕様（DC電源、ガス用、防爆タイプなど）につきましては、お問い合わせください。

M１

M１

M１ M５

M５

M１０

M１０

M３

M１ M３

M１ M３ M５

M３

M３ M５

M１０

M１０

※１

※１

M１１

M１１

５EM２S２B□（一般用）

５EM２F０B□（一般用）

５MM２F０B□（一般用）

５EM４F０B□（一般用）

５MM４F０B□（一般用）

３UM２F１B□（SCS１３A）

３UM４F１B□（SCS１３A）



仕　　様�

オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

■バルブ仕様�

・一般用マレブル ®

・共通仕様

■アクチュエータ仕様�

２０K１０K呼び圧力

製品形番

接続規格

口径

材質

流体�

条件

弁箱/弁棒

ボール

シートリング

グランドパッキン

ガスケット

使用流体

使用温度

使用圧力

JIS B ２２３９ ２０K-RF

フランジ２０K大平面座

強化PTFE

H１２１５（ノンアスベスト）

５EM４F０B□５MM２F０B□５EM２F０B□５EM２S２B□

JIS B ２２３９ １０K-FF

フランジ１０K全面座

JIS B ０２０３

管用テーパねじ

１/２～２B

－

５MM４F０B□

１５～６５A ８０・１００A１２５～２００A

FCD-S/SUS４０３

SCS１３A

FTシート※

水・蒸気・エア

〈温度・圧力レーティング〉参照＊

〈温度・圧力レーティング〉参照

１５～１００A

PTFE

強化PTFE

※FTシートとは、PTFEとPFAの優れた特性を兼ね備えたシートです。
＊流体の凍結は避けてください。

注１）M１のモータはインピーダンスプロテクトされており、連続通電されても焼損いたし
ません。

上記の範囲を越えた条件で用いられる時はご連絡ください。
使用される個々の条件により、ご使用の可否を検討いたします。

電源

機種

１００/１１０

０.１９

０.３０

１１＋６

（注１）

１分間に１往復

２７＋５

１５

４０＋５

屋外防雨（IP５４相当）

付

コンデンサラン型リバーシブルモータ 耐熱クラス：E

交流（AC）

－１０～５０℃

適合電線２mm２以下（圧着端子不要タイプ）

サーマルプロテクタ

２分間に１往復

１４５＋１０

２０

３０ １５

１-G１/２ １-G３/４

２１０＋１０

３ ６ ２３ ６０ ８０

M１

１２.７

１１

９

M３

４９

１８

１４

M５

１７７

２４

２０

M１０

５５９

２６

２２

M１１

１０７８

３８

３２

１.３ ２.８ ６ ２６ ２７

２００/２２０

０.１０

０.１６

１００/１１０

０.３７

０.７３

２００/２２０

０.１９

０.３７

１００/１１０

０.６１

１.５

２００/２２０

０.３１

０.７５

１００/１１０

１.６

４.６

２００/２２０

０.８５

２.４

１００/１１０

２.２

５.８

２００/２２０

１.１５

２.８

定格出力トルク（N・m）

項目

開閉時間（秒）
５０Hz

６０Hz

種類

定格（分）

定格出力（W）

電圧（V）（単相）

定格電流（A）

逆転時ピーク電流（A）

消費電力（W）

スペースヒータ容量（W）

全開全閉ランプ信号

安全保護

保護形式

接続端子

電線引込口

周囲温度

許容使用頻度

単重（kg）

出力軸回転

カム調整範囲

塗装

潤滑

据付方向

周囲環境

正逆回転

回転角度２００°まで

マンセルN６、耐塩・耐薬品塗装

工業用極圧万能グリス

正立および横向き

（ただし、屋外設置の場合は正立）

振動０.５G以下
電
気
仕
様

電
動
機



仕　　様�

オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

■バルブ仕様�

・ステンレス（SCS１３A）

■温度・圧力レーティング�

（１）マレブル®ボールバルブ　一般用

■検査圧力�

（２）ステンレスボールバルブ　一般用

１０K ２０K呼び圧力

製品形番

接続規格

口径

材質

流体

条件

弁箱/弁棒

ボール

シートリング

グランドパッキン

ガスケット

使用流体

使用温度

使用圧力

３UM２F１B□

JIS B ２２２０ １０K-RF

フランジ１０K大平面座

１５～２００A

３UM４F１B□

JIS B ２２２０ ２０K-RF

フランジ２０K大平面座

１５～１００A

SCS１３A/SUS３０４

SCS１３A

FTシート※

PTFE

強化PTFE

水・蒸気・エア

〈温度・圧力レーティング〉参照＊

〈温度・圧力レーティング〉参照

※FTシートとは、PTFEとPFAの優れた特性を兼ね備えたシートです。 
＊流体の凍結は避けてください。

呼び

圧力

１０K

２０K

本体材質

マレブル®

ステンレス

マレブル®

ステンレス

品種

一般用

一般用

一般用

一般用

検査内容

（単位 ： MPa）

弁座漏れ弁箱耐圧

水圧

２.１

２.１

４.２

５.１

空圧

－

－

－

－

水圧

１.５４

１.５４

３.０８

３.７４

空圧

－

－

－

－



外形寸法図（単位：mm）�

オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

・主要寸法

・取付寸法表

・M１０、M１１

■アクチュエータ�

・M１～M５

■５EM２S２B□（１/２～２B）�

D
H１
H２
d×L
B×C
A
P
N
M
Q
G×F
K×J

外径
高さ
カバー取り外しに要するスペース
外径×長さ
二面幅×長さ
中心からの距離

インロー直径×深さ（高さ）

ピッチ円径
ねじ数
呼び
深さ

電線引出口

M１ M３ M５ M１０
９５
１１２
１００

１１.５×１２

１８.５
５０

１３１
１７２
１７０

１６.５×１５

２５.５
５０

１７０
２００
１８０
２４×１８

３２
７０

M６
１４

１８.５×２６.５

M６
１６

２２×３９

M８
１９

４７×４３

４

２５６
２８３
１７０
３９×３０

３９.５
１２５

M１６
２２

０×１００

M１１

呼径
（B）
１/２
３/４
１
１ １/４
１ １/２
２

一般用

２０８
２１４
２１７
２８８
２９４
３２２

６６
７５
８７
１００
１１５
１３０

HM L
アクチュエータ

機種

M１

M３

Cv値

６
１４
２７
４４
７８
１２６

２５　 ×２６＋０
－０.１１６　  ×１６＋０

－０.０６１０　  ×１３＋０
－０.０６７　  ×６＋０

－０.０６

８５　  ×３＋０.０６
－０５５　  ×３＋０.０４

－０３５　  ×２.５＋０.０４
－０２７　  ×（２）＋０.０４

－０.０７３

本
体

取
付
フ
ラ
ン
ジ

ボ
ル
ト
穴

出
力
軸

機種

L

H
M

カ
バ
ー
取
り
外
し
に
�

必
�要
な
�寸
法
�

H
2

H
1 K

B

CF L

φ�D

φ�P

φ�d
φ�G

J A

開度指示�

カ
バ
ー
取
り
外
し
に
�

必
�要
な
�寸
法
�

14
2

78

H
1

H
2

F

8.
5 49
A

B

C L

手動用�
ク�ラ�ッ�チ�軸�

手動操作軸�
22
J

129 94.5

52

端子箱�
（�オ�プ�シ�ョ�ン�）�

φ�D

φ�P

φ�d
φ�G



外形寸法図（単位：mm）�

オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

■５EM２F０B□（１５～１００A）� ■５MM２F０B□（１２５～２００A）�

■５EM４F０B□（１５～６５A）� ■５MM４F０B（８０・１００A）�

・主要寸法

・主要寸法

呼径
（A）
１５
２０
２５
３２
４０
５０
６５
８０
１００
１２５
１５０
２００

一般用
アクチュエータ機種

HM L
２１４
２１７
２２４
２９４
３２２
３３０
３８１
４１０
４２５
５８３
６０３
６６３

１０８
１１７
１２７
１４０
１６５
１７８
１９０
２０３
２２９
２９２
３９４
４５７

M１

M３

M５

M１０

M１１

２４
４１
６６
１０８
１６０
２７０
４３０
６８０
１０５０
１７００
２４００
４４００

Cv値

呼径
（A）
１５
２０
２５
３２
４０
５０
６５
８０
１００

一般用
アクチュエータ機種

HM L
２３０
２３５
３１０
３２０
３４０
３８５
４００
５２０
６７５

１４０
１５２
１６５
１７８
１９０
２１６
２４１
２８３
３０５

M１

M３

M５

M１０

２４
４１
６６
１０８
１６０
２７０
４３０
６８０
１０５０

Cv値

L

H
M

L

H
M

L

H
M

L

H
M



オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

外形寸法図（単位：mm）�

■３UM２F１B（１５～１００A）� ■３UM２F１B（１２５～２００A）�

■３UM４F１B（１５～６５A）� ■３UM４F１B（８０・１００A）�

・主要寸法

・主要寸法

呼径
（A）
１５
２０
２５
３２
４０
５０
６５
８０
１００
１２５
１５０
２００

一般用
アクチュエータ機種

HM L
２１４
２１７
２２４
２９４
３２２
３３０
３８１
４１０
４２５
５８３
６０３
６６３

１０８
１１７
１２７
１４０
１６５
１７８
１９０
２０３
２２９
３５６
３９４
４５７

M１

M３

M５

M１０

M１１

２４
４１
６６
１０８
１６０
２７０
４３０
６８０
１０５０
１７００
２４００
４４００

Cv値

呼径
（A）
１５
２０
２５
３２
４０
５０
６５
８０
１００

一般用
アクチュエータ機種

HM L
２１４
２１７
２８８
２９４
３２２
３６７
３８１
５０５
５２０

１４０
１５２
１６５
１７８
１９０
２１６
２４１
２８３
３０５

M１

M３

M５

M１０

２４
４１
６６
１０８
１６０
２７０
４３０
６８０
１０５０

Cv値

L

H
M

L

H
M

L

H
M

L

H
M



オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

標準回路図�

■交流仕様�

M１ M３ ，M５ ，M１０ ，M１１

■交流仕様ブレーキ付�

M５B

１. アクチュエータの動作（アクチュエータ上部より見て）

１（黒）－４（赤）通電　バルブ閉方向（主軸右回転）

１（黒）－２（白）通電　バルブ開方向（主軸左回転）

２. リミットスイッチの作動

OLS：バルブ全開時作動

モータ運転停止　２（白）－３（緑）　ON

SLS：バルブ全閉時作動

モータ運転停止　４（赤）－５（黄）　ON

３. ブレーキはモータが回転している時に開放されます。

モータ停止時および長時間拘束時、サーマルプロテクタ作動により

ブレーキが作動します。

・回路図説明

　　　内はアクチュエータ内（納入範囲）

Ｍ ： モータ

Ｃ ： コンデンサ

OLS ： 開側リミットスイッチ

SLS ： 閉側リミットスイッチ

Ｈ ： ヒータ

Ｔｈ ： サーマルプロテクタ

回路は全閉状態を示しています。

注）１.サーマルプロテクタはM１には付きません。

２.スペースヒータは常時通電してください。

白�
NO 緑�

黒�

黄�

NC

NC

NO

赤�

茶�

白�
NO

NC

Th

NC

NO

緑�

黒�

黄�

赤�

茶�



オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

� オプション一覧表�

■安全保護タイマー付�

・アクチュエータの動作（アクチュエータ上部より見て）

１（黒）-２（白）通電　バルブ開方向（主軸左回転）

１（黒）-４（赤）通電　バルブ閉方向（主軸右回転）

・安全保護タイマーを内蔵しています。

次の時に作動し、異常ランプが点灯します。

１．アクチュエータが拘束状態になった場合

２．アクチュエータに過負荷がかかり、開閉時間が極度に遅くな

った場合

※この場合は電源を切って原因を取り除いてください。

・休止時間

中間開度で操作電源を切った場合、少なくとも１．５秒休止時間を

とった後、再起動してください。

・タイマー設定

タイマーは６０秒に設定しており、開閉作動時間が６０秒を超えるステップ

制御等には使用できません。

内はアクチェータ内（納入範囲）
図は全閉状態を示します。

注１）タイマーは６０秒に設定しており、開閉作動時間が６０秒を超えるステップ制御等には使用できません。
注２）補助リミットスイッチでモータ制御されますとバルブがシート漏れを発生する場合があります。ご使用に際しては別途お問い合わせください。

OLS

SLS

NC

NO

NO

NC

▼M3・M5・M10・M11

分類 仕様
アクチュエータ機種

目的
M５ M１０ M１１M３M１

安全保護

遠隔開度表示

特殊制御

その他

－

－

－

●

●

●

●

－

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

A安全保護タイマー
（注１）

C補助リミットスイッチ
　（１C接点×２個）

（注２）

Bポテンショメータ発信器
　（１３５・または５００Ω）

　制御リレー

　外部端子箱

　ケーブル引出形

　特殊電線引込口

　ポテンショメータ受信器

モータ焼損防止
異常検出

遠隔開度表示

遠隔開度表示

全開、全閉補助スイッチ

中間開度スイッチ

回路の簡素化

配線合理化

特殊配線用 １-G３/４等があります。

３００mmを準標準としていますが、ご指定の長さの
ケーブルを取り出します。

アクチュエータのカバーをあけずに配線ができます。
電線引出口は１-G３/４です。

ON-OFFスイッチで容易に開閉でき、並列運転が可能
となります。

中間での無電圧接点を２個まで追加できます。

全開全閉での無電圧接点を２個まで追加できます。

ポテンショメータ発信器と組み合せて用い操作室でバルブ
の開度を連続的に示し、４～２０mAの信号を出します。

ポテンショメータ受信器と組み合せて用い、遠隔地で
バルブの開度を確認できます。

設定開閉時間を過ぎても作動しない場合に電源を切り、
同時に６０秒以内で異常を検出します。

Bポテンショメータ発信器

A安全保護タイマー

C補助リミットスイッチ

役割・方法・補足

オプション回路図�



オプション回路図

オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

NO

NO
SLS

OLS

NC

NC

NO

NO
SLS

OLS

NC

NC

　　　内はアクチュエータ内（納入範囲）

図は全閉状態を示します。

M： モータ

OLS： 開側リミットスイッチ

SLS： 閉側リミットスイッチ

・アクチュエータの回転方向（アクチュエータ上部より見て）

２（白）-３（赤）　OFF　バルブ閉方向（主軸右回転）

２（白）-３（赤）　ON　 バルブ開方向（主軸左回転）

・リミットスイッチの作動

OLS ：バルブ全開時作動

モータ運転停止　２（白）-４（緑）　ON

SLS ：バルブ全閉時作動

モータ運転停止　２（白）-５（黄）　ON

・ポテンショメータの作動

８-９

９-１０

全　閉

０Ω

１３５Ωまたは５００Ω

全　開

１３５Ωまたは５００Ω

０Ω

ポテンショメータ受信器と組み合わせて用い、遠隔地でバルブの開度

を確認できます。

　　　はアクチュエータ内（納入範囲）

回路は全閉状態を示しています。

・アクチュエータの回転方向（アクチュエータ上部より見て）

１（黒）-４（赤）通電　バルブ閉方向（主軸右回転）

１（黒）-２（白）通電　バルブ開方向（主軸左回転）

・リミットスイッチの作動

OLS：バルブ全開時作動

 モータ運転停止　２（白）-３（緑）　ON

SLS：バルブ全閉時作動

 モータ運転停止　４（赤）-５（黄）　ON

■リレー付

■ポテンショメータ付

▼M３・M５・M１０・M１１▼M１

▼M３・M５・M１０・M１１



オンオフ電動ボール弁�

オプション回路図

5EMシリーズ�

L.S.配列

■補助リミットスイッチ付

注）補助リミットスイッチはバルブ全開および全閉寸前に作動するよう

設定しておりますが、このリミットスイッチでモータ制御されますと

バルブがシート漏れを発生する場合があります。

ご使用に際しては、別途お問い合わせください。

上図はリミットスイッチの配列を示します。

全開、全閉での無電圧接点を２個まで追加できます。

回路は全閉状態を示しています。

・アクチュエータの回転方向（アクチュエータ上部より見て）

１（黒）-３（赤）通電　バルブ閉方向（主軸右回転）

１（黒）-２（白）通電　バルブ開方向（主軸左回転）

・リミットスイッチの作動

OLS１：バルブ全開時作動

 モータ運転停止

OLS２：バルブ全開寸前作動

 ５（青）-６（緑）　ON

SLS１：バルブ全閉時作動

 モータ運転停止

SLS２：バルブ全閉寸前作動

 ５（青）-７（黄）　ON

 M： モータ

 C： コンデンサ

 H： スペースヒータ

 Th： サーマルプロテクタ

 OLS１： 開側リミットスイッチ

 OLS２： 開側補助リミットスイッチ

 SLS１： 閉側リミットスイッチ

 SLS２： 閉側補助リミットスイッチ

　　　内はアクチュエータ内

NC

NC

NC

NC

NO

NO

NC

NC

NC

NC

NO

NO

▼M３・M５・M１０・M１１

NO

NO

NO

NO



5EMシリーズを正しくご使用していただくために

オンオフ電動ボール弁� 5EMシリーズ�

1据付前に

2工事される方へ

１）ご注文の製品形番か

アクチュエータ銘板中の弁略号やアクチュエータ形番でお確かめ

ください。

２）破損個所はないか

損傷を受けていないかお調べください。

３）配管までの保管および運搬

保管の際には、バルブ両端フランジ面保護とバルブ内部の発錆を

防止するため保護栓をしてあります。

従って保管中は、これを絶対に外さないでください。

運搬中には、バルブ本体およびヨーク部をつかんでください。

土砂や水溜りの中に放置することは避けてください。

■悪い据付例

アクチュエータが水没する可能性のある配管個所

には電動弁を取り付けないでください。

アクチュエータを下向きに配管するのは避けて

ください。

・５EMシリーズは、バルブ取付の流れ方向に制限はありません。

・屋内・屋外に据付可能ですが、非腐食性・非爆発性雰囲気に据付してください。

・使用できる最大流速：液体３m/秒、気体３０m/秒です。

ケーブルの接続は完全
か、確認してください。�

配線には、電線管フレ
キシブルチューブ等を用
い、雨水の入らない様に
確認してください。�

できる限りカバーを上にして
設置してください。�

配管の際、バルブ両端フラ
ンジの保護栓は、必ず外して
ください。�

配管の重量および振動が
バルブにかからないように
支持を設けてください。�

上部ハンドルのないM1、
M3、M5はソケット部で手動
操作を行います。�
バルブ　印側を通路側にし、
そこに十分なスペースをとっ
てください。�

カバー取り外しに要する
余裕を230mm以上あけて
ください。�

取付、取り外し、保守が
容易にできるよう十分
なスペースをとってくだ
さい。�

ケーブルはしっかり固定
してください。�
必要があれば電線管を
用いてください。�

電動バルブの取り付け
取り外しのため空間を
最低100mmとってくだ
さい。�



オンオフ電動ボール弁�

5EMシリーズを正しくご使用していただくために

5EMシリーズ�

3並列運転にならないように電気回路を組んでください 4配線時のご注意

１）並列運転とは

アクチュエータ内部にリレーを内蔵していない電動弁を、第１図の

ように開閉スイッチ１個で２台以上同時運転することをいいます。

２）なぜ並列運転は良くないか

２台同時に全開または全閉にならない限り、図の点線で示すように

コンデンサを経由して電流が流れ、いつでもＯＮ－ＯＦＦ動作を

繰返し、チャタリングを発生します。

３）対　策

バルブ１台に開閉スイッチ１個を設けるか、第２図のようにリレーを

使用してください。

※５EMシリーズの標準品および、オプション品全て並列運転はでき

ません。

１）危険場所の確認

・風通しの悪い屋外や換気をしていない屋内、ピット内など

で作業する時は、事前に酸素濃度をチェックしてください。

２）配　線

①ケーブル・単線

ケーブルは６芯１.２５mm２以下、単線は２.０mm２まで配線

できます。

②端子台への接続

・圧着端子なしで２mm２まで配線できます。

下図に示しますように電線の皮膜を約５mmむいて接続して

ください。

③外部接続口

Ｍ１、Ｍ３、Ｍ５…１-Ｇ１/２Ｂ，Ｍ１０，Ｍ１１…１-Ｇ３/４Ｂ

④配線工事

・スペースヒータは常時通電してください。

・アース配線を必ずしてください。

・屋外設置のものは雨天での配線工事は避けてください。

・電線管方式等で雨水が入らないよう工事してください。

なお、ネジ部はシール剤で完全に密封していただくとともに、

ケーブル切口も充てん剤を塗布し、雨水侵入および湿気の

吸引防止をしてください。

・制御盤には、必ずヒューズを入れてください。

・制御盤にはランプ回路を入れてください。

使用上便利であるばかりでなく、バルブが作動途中で動かなく

なった場合の発見が容易です。

・配線にあたり、アクチュエータカバー内の回路図を参照して、

事前に端子No.を確認の上、配線してください。（特にモータ

ＣＯＭ 線に注意してください。）

・不要な端子には配線しないでください。

電線取付ネジ�

5mm

第１図

第２図

全開手前�
開側�

閉側� M�

全開�
開側�

電�源�ス�イ�ッ�チ�
開�閉�ス�イ�ッ�チ�ヒ�ュ�ー�ズ�AC電源�

閉側� M�

全
側

M

全開

開側�

閉側�

全開�

開側�

閉側�

全開�

リ�レ�ー�
ス�イ�ッ�チ�

リ�レ�ー�コ�イ�ル�
開�閉�ス�イ�ッ�チ�

AC電源�

M�

M�

リ

リ�レ�ー�コ�イ�ル
閉�ス�イ�ッ�チ
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5EMシリーズを正しくご使用していただくために

■写真①

■写真②

5取り扱われる方へ

１）自動運転

開スイッチを操作すると、弁体は左回転して全開方向に回転しま

す。弁体が全開位置に達すると停止し、全開ランプが点灯します。

閉スイッチの場合も同様に逆作動して全閉ランプが点灯します。

２）自動運転上の注意

全開、全開ランプで弁体の動作をご確認ください。万一、異物の

かみ込みなどで拘束した場合には、電源を切って原因を取り除いて

ください。

サーマルプロテクタ内蔵型は、拘束するとモータが過熱して回路

を遮断します。この時も電源を切って原因を取り除いてください。

これを怠りますと、サーマルプロテクタは自己復帰型ですから、復帰

後も同じ動作を繰り返すことになります。

カム、リミットスイッチ（全開および全閉用）は、弊社で正確に調整

されておりますから再調整は不要です。

補助リミットスイッチでは、モータを制御しないでください。

オプション設定の補助リミットスイッチは、出荷時には全開および

全閉寸前に動作するように設定してあります。これは、リミットスイ

ッチを別々の回転するカムで作動させているために、モータ制御

用リミットスイッチと補助リミットスイッチが同時に動作せず、先に

補助リミットスイッチが作動するように設定しているためです。

故に、この補助リミットスイッチでモータを制御されますとバルブ

がシート漏れを発生する場合があります。

やむを得ず補助リミットスイッチで全開および全閉位置の設定を

される場合は、ご発注時に必ずご指定ください。

その位置を全開・全閉位置として調整いたします。

ご不明の点は、弊社営業所にお問い合わせください。

ストッパーは全開、全閉とも電動では、１～２mmのすき間があく

ように調整されております。再調整は不要です。

電動弁を長期間放置した後操作する場合は、手動操作で２、

３ 回動かしてから電動で作動してください。

２）手動操作の方法

手動操作を行う場合は、必ず電源を切ってください。

①Ｍ１・Ｍ３

・手動操作

ソケットの六角または二面にモンキーレンチをかけ、ゆっくり

回してください。

・自動への復帰

モータに通電してください。自動操作が可能です。

②Ｍ５

・手動操作

ソケットの六角または二面にモンキーレンチをかけ、若干回し

ながら下に押し下げてください。

５EMの出力軸との接合が外れ手動操作が可能になります。

・自動への復帰

１．弁の開度を、全開または全閉の位置より少し戻った位置に

してください。

２．スイッチを入れてモータを回してください。

ソケットが戻り自動位置に復帰します。

必ずソケットが復帰したかどうか確認してください。

③Ｍ１０・Ｍ１１

・手動操作

１．写真①に示すようにクラッチ軸の穴にドライバーなどを

挿入し、クラッチ軸を引き下げてください。

引き下げ後、クラッチ軸を４５度程度回すことで手動位置で

固定されます。

（クラッチ軸が引き下げられた状態が手動位置です。）

２．写真②に示すように手動操作軸にモンキーレンチをかけ、

カバー上部の開度指示計でバルブ開度を見ながら手動操作

軸を回してください。

全開全閉端にはストッパーがありますので、無理に回すと

故障の原因となります。

・自動への復帰

１．引き下げられたクラッチ軸を４５度程度回すことで、バネの

力で自動的に引き上げられ自動位置に復帰します。

２．　　 　自動運転に入る前に、クラッチ軸が引き上げられて

いることを、ご確認ください。
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5EMシリーズを正しくご使用していただくために

6試運転時の点検

7運転上の注意

8定期点検

電動ボールバルブを長期にわたり安定した運転をしていただくために、定期点検を通常半年に１回下記に従って行ってください。

手順５．
手動操作と自動運転位置の確認

手順２．
ケーブルの接続は完全か

自動運転、自動操作位置の確認

カバーが異常に熱くないか
（約７０℃以上）

周囲温度は異常に高くないか
（５０℃以上）

中間開度の使用は避けてください

減速部ギアの給油は必要ないか

カバー取付ねじのゆるみはないか
固定ボルト、ナットのゆるみは
ないか

異常音は聞こえないか

ケーブルは痛んでいないか

シート漏れはないか カバー部Oリングは痛んで
いないか

グランドパッキン部の漏れはないか

スペースヒータ付の場合、常時
通電してください

出力ソケット部は、半年ごとに
ゴミを取り除いてください

手順４．
アクチュエータが異音を発したり、
振動したりしないか

手順１．
配管の重量や振動がバルブにかか
っていないか

手順３．
１．配線の確認
２．規定の電圧か
３．回転方向は正しいか
４．全開、全閉ランプはつくか

極度の振動（０．５G以上）が
アクチュエータに伝わらないか
振動がひどい場合には、配管
に支持を設けてください



オンオフ電動ボール弁 5EMシリーズ 

5EMシリーズを正しくご使用していただくために

１）ケーブルが痛んでいる場合は新しいケーブルとお取り換えください。

交換の際には、ケーブルの接続には十分注意してください。

２）シート漏れがある場合には、弊社標準のシートリングと交換してく

ださい。

３）グランドパッキン部の漏れが増し締めをしても漏れる場合は、弊社

標準のパッキンと交換してください。
４）アクチュエータカバー部のＯリングは下記に従って交換してください。

５）全開全閉端の位置ズレを生じた場合はご購入先を通じ、最寄りの弊

社営業所へご連絡ください。

６）定期点検の際の注意事項

・点検時には必ず電源を切ってください。

・カバー部合わせ面のゴミ等は、きれいに除去してください。

カバーをあける場合、対称に位置する取付ボルトを２本ずつ均等

に外してください。

また、Oリングが完全かどうか確認してください。

・グリスは十分塗布してください。

・カバー部のOリングは交換の際、Ｍ１・Ｍ３・Ｍ５、Ｍ１０・Ｍ１１は

オイルを塗布した後、カバーを取り付け、取付ボルトを均等に締

め付けてください。

・カバー取付の際、取付ネジは確実に締めてください。

・長期間（１年以上）運転しない場合には、半年に一度は全開全閉運

転してください。

・不明の点は、最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。

� 故障と処置

電動弁が所定の目的通りに作動しない場合は、下表に従い点検してください。

注意（ ）バルブ周りの水漏れおよび内弁リーク等は定期的にチェックしてください。
バルブからの水漏れ、蒸気漏れにより損害が発生する場合があります。 

規格名称

JIS B ２４０１
〃
〃

サイズ

G ８５
G１１５
G１４５

材　質

NBR
〃
〃

アクチュエータ
種類

M１
M３
M５

規格・サイズ

AS５６８-２７２

材　質

NBR

アクチュエータ
種類

M１０・M１１

故障状況
原因

操作側 アクチュエータ側 バルブ側
処置

（注）電動弁が作動しない場合、制御回路からの配線を切り離し、操作機に直接正規電源を接続してください。
これで電動弁が作動すれば、制御回路に異常があるものと考えられます。

操作盤のブレーカが飛ぶ

全閉（全開）から全開（全
閉）に少し動き、以後作動
しない
操作機がチャタリングする

開閉ランプ信号が出ない

開側作動するが閉側に作
動しない

手動操作で動くが、電動で
は動かない
全閉（全開）で操作機がチャ
タリングし、手動操作でのバ
ルブトルクが大きい
開閉ランプ信号が出ない

ランプ回路に誤って電源
を結線した

ランプ回路に不要結線を
した

ドックの設定不良（ストッ
パーが当っている）

ドックの設定不良（リミット
スイッチをたたいていな
い）
操作機がリレー付回路に
なっている

電源が正しく入っていない
結線端子のゆるみ

リミットスイッチの故障

・結線の見直し
・リミットスイッチの交換
（接点ショートしている）
・結線の見直し
・リミットスイッチの交換
（接点ショートしている）
回路、結線の見直し

リレーを介する回路にし
てください
リミットスイッチ再調整
（ストッパーのすき間を１
～２mmあける）

リミットスイッチの再調整

標準回路の操作機に取替
えてください
盤の変更をしてください

結線の見直し
端子を確実に締める
バルブ分解点検

リミットスイッチの取替え
バルブ分解点検

開、閉両側に電源が入って
いる

２台以上の並列運転をし
ている

ランプ切れ断線

リレー付回路の結線にな
っている

結線端子のゆるみ
シートに異物の噛み込み
および水垢、錆によるトルク
アップ

バルブのトルクアップ（完全に
全開および全閉していない）

試
運
転
時

通
常
運
転

https://panasonic.co.jp/ew/peweg/

商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。 

お問い合わせ・ご相談窓口：技術統括部　品質部 
03－3575－7024


